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第３７回奈良県老人福祉施設職員研究会議 開催要綱 

「挑  戦」 
主 催： 奈良県老人福祉施設協議会 

後 援（予定）： 奈良県  社会福祉法人奈良県社会福祉協議会 
 

 

１. 開催趣旨     どんな大きな成果も、一歩一歩の挑戦の積み重ねから生まれます。  
私たちは、変化の激しい時代の中で、現状に甘んじることなく、勇気をもって新たな課題

に挑む姿勢が求められています。  

本研究会議は、職員一人ひとりが「豊かに、優しく、朗らかに」の心を大切にしながら、より

良い明日を目指して挑戦を続け、共に学び、共に成長することを目的に開催します。 

この場を通じて、日々の実践を振り返り、創意工夫を重ねることで、さらなる質の向上を

目指しましょう。 

 

２．日時・会場    令和７年１１月１４日（金） １０：３０～１７：００ （受付 １０：００～１０：３０） 
                                                   

ホテル日航奈良  （奈良県奈良市三条本町 8-1  ＴＥＬ  0742-35-8831） 

 

タイムスケジュール   

10：00～10：30     受 付  

10：30～11：00     開会式、会長挨拶、来賓挨拶、感謝状授与式 

11：00～12：30     基調講演  

落語家 月亭 方正 氏 （講演・落語） 

12：30～13：30     昼食休憩 

13：30～17：00   研究分科会 

○第１分科会 「人材確保・育成・定着の取り組みについて」 

○第２分科会 「ＩＣＴ・生産性向上・ＤＸの取り組みについて」 

○第３分科会 「サービスの質向上の取り組みについて」 

○第４分科会 「持続可能な施設経営とリスクマネジメントについて」 

       閉会式 （各分科会会場にて） 

17：00～17：30     休 憩 ・ 移 動 

17：30～19：30     情報交換会 ※申込者のみの参加 

 

３．参加対象者    奈良県・近畿老人福祉施設協議会 会員施設役職員、介護サービス事業所役職員、 

その他本研修に関心のある方 

 

４．参加費      ◇研究会議参加費 （昼食代含む）  
奈良県・近畿老人福祉施設協議会 会員  ７，０００ 円   
奈良県・近畿老人福祉施設協議会 会員外  ８，０００ 円  

◇情報交換会参加費  ９，０００円 

 

５．参加申込締切日   令和７年１１月３日（月） 
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６．参加申込方法 

○下記申込専用Webサイト・QRコード（名鉄観光サービス株式会社） または 別紙申込書よりお申込ください。 

○分科会は先着順の決定となります。定員になり次第、第２希望の分科会参加となりますのでご了承ください。 

第１希望・第２希望を必ずご回答ください。 

 

【Webサイト・QRコード】  

http://www.mwt-mice.com/events/nara-roushikyo37 

○参加費は、申込終了後、マイページより請求書をダウンロードしていただき、１１月１０日(月)までに指定口座へ 

お振込みください。 

○振込手数料は、申込者にてご負担ください。 

○１１月１０日(月)以降の参加取消による参加費返金対応はいたしかねます。 

（資料送付に代えさせていただきます。） 

○参加券は、申込締切後ご案内予定です。 

 

      ＜参加費振込先＞ 

三井住友銀行 東海支店 普通 2335777 メイテツカンコウサービス（カ 

 

 

 

７．申込・問い合わせ先 

 ＜参加申込先＞ ※問い合わせ可能時間 平日 10：00～17：00 （祝日除く） 

名鉄観光サービス株式会社 奈良支店 （担当 岡島・小川） 

〒630-8115 奈良県奈良市大宮町 4丁目 295-10 奈良朝日生命川口ビル３階  

TEL 0742-35-4560   FAX  0742-35-5059  E-mail nara-roushikyo@mwt.co.jp 

 

＜会議内容に関するお問い合わせ先＞ ※問い合わせ可能時間 平日 9：00～17：00 （祝日除く）  

奈良県老人福祉施設協議会事務局 （担当 坂本・中野）  

〒634-0061 奈良県橿原市大久保町 320番地 11 奈良県社会福祉協議会 施設福祉課 

TEL 0744-29-0100   FAX 0744-29-0108  E-mail  shisetsu@nara-shakyo.jp 

 

 

 

奈良県老施協マスコットキャラクター 

                         「いち奈ちゃん」 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.mwt-mice.com/events/nara-roushikyo37
mailto:nara-roushikyo@mwt.co.jp
mailto:shisetsu@nara-shakyo.jp
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＜基調講演 講演者プロフィール＞  
 

 

月亭 方正 （つきてい ほうせい） 氏 
 
落語家よしもとクリエイティブ・エージェンシー大阪本部所属。 

 NSC6期生。身長 166cm。  

本名・旧芸名：山崎 邦正（やまさき ほうせい）。  

兵庫県西宮市出身。  

2013年 1月より芸名を本名・山崎邦正から、高座名「月亭方正」に改名。  

上方落語協会会員。 出囃子は「ヤマザキ一番」。 

 

 
 

 

 

 

40歳を迎える直前に落語に出会う。人生で初めて聴いた落語は桂枝雀の「高津の富」。こんな面白い芸能が

日本にあったのかと落語に目覚めた。 

その後、「聞くだけでなくやってみたい」と考えるようになり、本格的に落語の勉強を始め、月亭一門に入門。

2008年 5月 11日に月亭八方の落語会に客演として落語家デビューし、打ち上げの席で八方から正式に

「月亭方正」の名を貰った。 同年 12月 8日京橋花月で落語家として高座に上がる。 

2009年 12月 上方落語協会加入。 

2013年 1月 1日よりタレント活動時も含めて芸名を「月亭方正」に一本化することになった。 

2017年 1月には、シドニーで海外公演を行い、当日追加席が出るほどの盛況ぶりで大きな話題となる。 

2018年 5月 11日なんばグランド花月で十周年記念落語会。 

石川県津幡町の広報特使。東京理科大学臨時講師をはじめ、講演会なども行う。現在では、バラエティー番

組のイメージを払拭する真摯な語り口と、丁寧な落語が評判となり、「今まで見た落語家で一番おもしろかっ

た」「語り口も素晴らしいし、初心者にも入りやすい」「話し方がとても上手」等、称賛の声が多く寄せられてい

る。お笑い芸人から落語の道へ転身を果たし芸人として培ってきた“笑いのエッセンス”を散りばめながら、磨

き上げた古典落語の世界を、全国の皆様にたっぷりとお届けしている。 
 

 

＜略 歴＞ 

1989年  「TEAM-0」というコンビで東京進出。 

1990年  後に初のレギュラー出演番組となる『ダウンタウンのガキの使いやあらへんで!!』に出演。 

1991年  第 12回ABCお笑い新人グランプリ最優秀新人賞を受賞。 

1993年  「TEAM-0」解散。ピン芸人として活動を開始する。 

1998年  『天才てれびくん』にて、リサ・ステッグマイヤーと共に 3代目の司会を務める。 

テレビ東京系で放送されていたアニメーション『学級王ヤマザキ』の主題歌『ヤマザキ一番!』を 

歌い、CD化される。 

2002年  ヨシモトファンダンゴ TVで放送された番組『邦正音楽工房』から女性アイドルデュオ「AiAi」を 

デビューさせる。中村うさぎとの共著『うさぎ・邦正の人生バラ色相談所―苦悩の泥沼にハマッて 

しまった人へ』を出版。2006年村田あゆみのセカンドアルバム「Happy Candy」の中の 

「Birthday」と「伝説の狼」の作詞と作曲を行う。 

2008年  自身初の写真集&エッセー「奇跡」を出版。 

2013年  「僕が落語家になった理由」出版。 

2018年   「落語は素晴らしい – 噺家 10年、根多が教えてくれた人生の教え」出版。 

2020年  Ho-Say（月亭方正）音楽プロジェクトとして「落語×音楽」の融合に挑戦した楽曲「看板のピン」 

配信リリース。 
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＜研究分科会一覧＞  
※会場の都合上、定員が前後する可能性がありますので、ご了承ください。 

 

 

第第１１分分科科会会    「「人人材材確確保保・・育育成成・・定定着着のの取取りり組組みみににつついいてて」」  （（定定員員：：約約 77００名名）） 

〔座 長〕  軽費老人ホーム月街 施設長 西村 瑞樹 
 

〔発表予定タイトル・発表施設〕 

○「脱・人材紹介業者という選択」 ～これからの介護業界に必要な、持続可能な採用のかたち～ 

特別養護老人ホーム平城園 
 

○「人と人とのつながり」 ～働きやすい環境づくり～ 

特別養護老人ホーム大和園 
 

○「個人の成長を支援できる組織を目指して」 ～成長を支える取り組み～ 

社会福祉法人綜合施設美吉野園特養寮 
 

○「技能実習生として働いて」 ～これまでとこれから～ 

特別養護老人ホームあじさい園 宝 
 

○「多様な人材の確保から専門職の時間を創出」～社会的孤独・孤立にある方々との協働で介護を支える～ 

生駒市デイサービスセンター幸楽 
 

 

 

第第２２分分科科会会  「「ＩＩＣＣＴＴ・・生生産産性性向向上上・・ＤＤＸＸのの取取りり組組みみににつついいてて」」  （（定定員員：：約約４４００名名））  

〔座 長〕 特別養護老人ホームウォームヴィラ新庄園 施設長 森本 潤哉 
 

〔発表予定タイトル・発表施設〕 

○「QOL向上を目的とした睡眠解析デバイスと排尿予測デバイスからのデータ活用」 

特別養護老人ホームゆぁほうむ榛原 
 

○「ご利用者に合ったマットレス選定によるポジショニング・除圧の効果」 

～安楽な姿勢を確保することが褥瘡予防につながる～ 

特別養護老人ホーム都祁すずらん苑 
 

○「養護における生産性向上への取り組み」 ～職員の負担軽減を図る～ 

社会福祉法人綜合施設美吉野園老人寮 
 

○「介護 DXによる変革と今後の課題」 ～未来を見据えた新たな一歩を踏み出す～ 

特別養護老人ホームウォームヴィラ新庄園 
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第第３３分分科科会会  「「ササーービビススのの質質向向上上のの取取りり組組みみににつついいてて」」  （（定定員員：：約約 77００名名））  

〔座 長〕 養護老人ホーム和楽園 施設長 小西  彰 

〔助言者〕 けんぞう倶楽部® 代表 本末 浩司 氏 
 

〔発表予定タイトル・発表施設〕 

○「更生施設からの施設入所へ」 ～再犯歴のある方の施設生活への支援～ 

養護老人ホーム和楽園 

 

○「養護施設での個別支援の強化取り組みについて」 ～楽しみを持って頂き、笑顔が溢れる毎日を！～ 

養護老人ホーム大和園広陽 
 

○「音楽がもたらす生きがいと回復」 ～発声を取り戻したA氏の歩み～ 

社会福祉法人綜合施設美吉野園 
 

○「尿路感染を減らしてご利用者の生活を支える」 ～その人らしい生活の支援～ 

特別養護老人ホームぽれぽれケアセンター白橿 
       

○「地域に向けて魅力発信」 ～介護技術を通してつながりを持てた事～ 

特別養護老人ホーム祥水園 
 

 

 

第第４４分分科科会会  「「持持続続可可能能なな施施設設経経営営ととリリススククママネネジジメメンントトににつついいてて」」  （（定定員員：：約約 77００名名））  

〔座 長〕 社会福祉法人綜合施設美吉野園特養寮 寮長 笹平 靖博  

〔助言者〕 けんぞう倶楽部® 西出 麻哉 氏 
 

〔発表予定タイトル・発表施設〕 

○「“人の道”からはじまる SDGs『八徳 SDGs』の取組み」 

～「八徳をもって人を育み 和を以て貴しと為す」 奈良×福祉発 SDGsローカライゼーションの挑戦～ 

特別養護老人ホーム桃寿園 
 

○「何故 『経費節減に取り組む』 のか」 ～経費節減から見えてくる生産性の向上とほんの少しの SDGｓ～ 

特別養護老人ホーム柳光 
 

○「『BCPってなに？』からのスタート」 ～災害時にも安心安全な生活を継続できるために～ 

特別養護老人ホームあじさい園 

 

○「リスクに強い施設づくりへの挑戦」 ～利用者と職員の安心を守る取り組み～ 

特別養護老人ホーム一樹 
 

○「稼働率を上げるために」 ～利用者、ケアマネから選ばれるデイを目指して～ 

ならやま園デイサービスセンター 
 

○「働きやすい職場をめざして」 ～新人職員研修プログラム～ 

特別養護老人ホームグランビレッジ倉橋 
 

 


